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ABSTRACT: To determine the vector mosquitoes of Dirofilaria immitis in Omura City, 


Western Japan, a field survey was made from June to September, 1973. Microfilarial 


infections were found in 43.2% of the house dogs examined. Though 9 species of 
mosquitoes were collected by a light trap at four stations and a dog-baited-trap at one station 
in the area, Culez pipiens pallens and Aedes albopictus were predominant species. All 
the female mosquitoes collected were dissected to examine the filarial larvae in their body. 
Of 2093 mosquitoes examined, natural infections with developing and mature jilarial larvae 


were found in 51 (5.9%) of Cz/ez pipiens pallens, 13 (1.8 め ) of Aedes albopictus, 1 (0.5%) 
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of Anopheles sinensis and 1 (1.1%) of Culez tritaeniorhynchus summoarosus. 
were found in only 5 (0.6%) of C. ヵ . pailens. 


pallens would be the most important vector of this parasite and 4e. 


the next important vector in the City. 


は じ め に 


犬 系 状 下 (Dirofilaria tmmitis) が 日 本 の 各地 に 広 
く 浸 浴 士 栓 し て いる こと は 多数 の 報告 に よっ て 明らか 
で ある が か が , 近年 わが 国 で も この 寄生 虫 の 人 体感 染 症 例 
が 数 例 報 告 さ れる に 至り , いわ ゆる 人 斉 共 通 病 の 一 つ 
と に で よう やく ぐ 間 題 記 でき さだ し と る の ろ め の 。 あめ 国 
に お ける 普通 由 の この 寄生 虫 に 対す る 感受 性 た つい て 
は か な り 明 ら か に され て いる と は いえ を ., 野外 採集 政 の 
自然 感染 の 実態 に つい て は 僅か に Keegan et g/. 
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Infective larvae 
From the results mentioned above, C. ヵ . 


albopictus may be 
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(1967) の 高知 で の 調査 結果 が 報告 され て いる の みて で, 
実際 の 伝搬 由 が どの 由 種 で ある か は 不明 で あっ た . 著 
者 は 先 に 長崎 市 内 に お ける この 寄生 虫 の 浸 淫 状況 と 伝 
搬 由 に つい て 調べ , 同市 が 高 遂 洋 地 の 一 つ で あり 
(末永 ら , 1971 う , アカ イエ カ と ヒト スジ シマ カ が 主 
要 伝 撮 由 で ある こと (末永 ら , 1973b ) を 明らか に し 
た が , その 後 , 長崎 県 の ほほ 中 央 に 位置 する 大 村 市 内 
で も 同様 の 調査 を 行なっ た . 調査 成績 の 中 , 飼 犬 の 
フィ ラリ プ 仔 虫 保有 率 が 約 43 を と 極め て 高い こと は 前 


報 (末永 ら , 1974) で 既に の べた の で , 本 報 で は 同市 
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内 の 高 浸 洋 地区 で 野外 か ら 採 集 し た 叱 由 の 犬 フ ィ ラ リ 
ア 幼 虫 保有 状況 に つい て の べ , 自然 界 に お ける この 寄 
生 虫 の 伝搬 骨 に つい て 考察 を 加え た い . 


調査 の 場所 と 方 法 
第 1 図 は 大 村 市 内 の 各地 区 に お ける 飼 犬 の フィラ リ 


ア 仔 申 保有 率 を 10 め 毎 に まとめ て 記号 で 示 し た も の 
で , 陵 の 採集 は 西 大 村 地区 の 3 地点 CNos. 1~3) と 


大 村 地 区 の 1 地点 (No.4) の 合計 4 カ所 で 実施 され 
た . この 中 , 第 1 地点 で は 周囲 に 感染 犬 が 多い 約 20 ア 
ー ル の 竹 敷 内 に 犬 を 誘引 涯 と し た トラ ッ プ を 設置 し , 
この 竹 敷 に 隣接 し た 感染 犬 を 飼っ て いる 民家 の 裏庭 に 
ライ トト ラッ プ を 設置 し た . 第 2 地点 で は 排水 の 悪い 
下水 壮 に 隣接 し た 住宅 地帯 の 一 民家 の 裏庭 に , 第 3 地 
点 で は 水田 地帯 に 近い 商店 街 の 一 商店 の 水田 に 面 し た 
理 疑 に, また 第 4 地点 で は 国鉄 大 村 線 大 村 駅 裏 の 水田 
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Fig. 1. A map of Omura :City showing the prevalence of Dirofilaria immitis infection 


among house dogs in each district (After Suenaga ei al., 1974) and 4 stations, 
Nos. 1—4, for mosquito collections in the City. 


地帯 に つづ く 小 高い 丘 の 上 の 比較 的 樹木 の 多い 住宅 地 
帯 の 一 住宅 の 裏庭 に それ ぞ れ ライ トト ラッ プ を 設置 し 
た . 採集 は 1973 年 6 月 か ら 9 月 まで の 4 カ月 間 , 毎週 
1 回 午後 5 時 半 頃 か ら 習 朝 6 時 半 頃 まで 実施 し た . 採 
集 き れ た 敗 は ケー ジ に 移し て , ある い は ライ トト ラッ 
プ の 袋 の まま 生き た 状態 で 直ちに 研究 室 へ 持 帰 り , ク 
ロロ ホ ルム で 麻酔 し て , 種類 別 , 性 別に 採集 数 を 記録 
し , 雄 は 捨て た が 雌 は 全部 これ を 管 痕 に 入れ , ラベ ル 
を 付け , コル ク 栓 を し て 採集 地点 別に ボリ 袋 に 入れ , 
ー20C の フリ サー ザー 中 に 保存 し て お き , 後 で 双 眼 実体 
顕微 鏡 下 で 誠 検 し て その 体内 に 犬 フ ィ ラ リア の 幼 上 由 を 
保有 し て いる か どう か を 調べ た . 


調 査 成 績 


1. 大 村 市 内 で 採集 され た 遇 の 種類 


調査 期間 中 に 大 村 市 内 の 4 地点 で 採集 され た 雌 虹 の 
種類 と 採集 数 は 第 1 表 及 び 第 2 表 に 示す 通り で ある . 
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即ち , 第 1 地点 の 竹 貢 内 の 犬 を 誘引 湖 と し た トラ ッ プ 
で は 14 回 の 採集 で 6 種 1.023 個 体 の 雌 由 が 採れ , この 
中 ヒト スジ シン マカ (Aedes albopictus) が 68.1 め を 右 
ぬ め て 圧倒 的 に 多く , オオ クロ ヤブ カ (Armigeres sub- 
albatus) の 15.5 が これ に 次 ぎ , アカ イエ カ (Culez 
pipiens pallens) の 14.0 多 が 第 3 位 で , 他 の 3 種 は 少 
数 で あっ た . また , ライ トト ラッ プ で は 8 種 401 個 体 
の 雌 遇 が 採集 きれ , この 中 アカ イエ カ が 73.6 ダ を 占め 
て 最も 多く , シナ ハマ ダラ カ (Anopheles sinensis) の 
11.7 が 第 2 位 で , 他 の 6 種 は 少な か っ た . 第 2 一 4 
地点 の ライ トト ラッ プ で は 地点 に より 8 種 乃至 6 種 の 
岐 が 採れ た が , この 中 第 3 地点 即ち 水田 地帯 に 隣接 し 
た 場所 で は シナ ハマ ダラ が 48.1 多 を 占め て 最も 多く , 
アカ イエ カ は 42.8 め で 第 2 位 で ある が , 他 の 2 地点 
で は 先 に 述べ た 第 1 地点 に お ける ライ トト ラッ プ の 場 
合 と 同様 。 アカ イエ カ が 最も 多く , コガ タ ア カイ エ カ 
(C. tritaeniorhynchus summorosus), ジ ナ ハマ ダラ 


カ 等 が 第 2 位 乃 到 第 3 位 で , 他 の 種類 は 比較 的 少な か 


Table 1. Species and number of female mosquitoes collected at Station No.1 in 
Omura City in 1973 
NR IM th d NN f 6 a 
TH Dogrbaitedrtrap 14) Light trap (17) 
・ 2 RS No. of mosds. No. of mosgs. 
Mosquito species SS collected レン collected の 
Anopheles sinensis 18 1.8 47 Eg 
Aedes albopictus 697 68.1 25 6.2 
Cz/ez pipiens pallens 143 14.0 295 73.6 
C. tritaeniorhynchus summorosus 3 0.3 14 SD 
C. bitaeniorhynchus 3 0.3 8 2.0 
C. voraz 0 一 2 0.5 
C. mimeticus 0 ー 1 0.3 
Armigeres subalbatus 159 15.5 9 ググ 
Total 1023 100.0 401 100.0 
Table 2. Species and number of female mosquitoes collected by light traps at Station 


Nos. 2, 3 and 4 in Omura City in 1973 


Se No.3 0 No.4 (16) 
Mosquito species | RS SIN 1 め SN SR % N00 i め 

Anopheles sinensis 14 4.5 101 48.1 18 12.1 
Aedes albopictus 6 1.9 2 1.0 3 2.0 
Culez pipiens pallens 257 82.6 90 42.8 78 52.7 
C. tritaeniorhynchus summorosus 12 3.9 15 7 .1 45 30.4 
C. pseudovishnut 0 ー 1 0.5 0 8 
C. bitaeniorhynchus 2 0.6 0 — 2 1.4 
C. voraz 9 1.6 0 一 2 1.4 
C. mimeticus 3 1.0 0 0 = 
Armigeres subalbatus 12 3.9 1 0.5 0 3 

Total 311 100.0 148 100.0 


38 


Table 3. 


Natural infection with developing and mature larvae of の . immitis in female 


mosquitoes collected at 4 stations in Omura City in 1973 


No. of mosduitoes 


a Infection 


Mosquito species dis- 


1infected* 


TatG 


sected [Ib le [Id let+la 


lec+la la lb lc let+la Mp Total (の 


An. stnensis 198 ] [ 1 0.5 
Ae. albopictus 733 1 9 1 13** 1 .8 
C. の. pallens 863 3 26 5 1 1 3 5 1 1 5 51 5.9 
C. 7. summorosus 89 1 1 1.1 
C. pseudovishnu 1 0 
C. bitaeniorhynchus 15 0 
C. voraz 9 0 
C. mimeticus 4 0 
Ar. subalbatus 181 0 

Total 2093 4 36 5 3 1 5 5 1 1 5 66 3.2 


“lb— lb show the developmental stages of filarial larvae (After Suenaga, 1972). 
** All of them were collected by a dog-baited-trap in the bamboo thicket at Station No. 1. 


っ た . 第 4 地点 で 採集 政 数 が 比較 的 に 少な か っ た の は 
近く に 適当 な 発生 源 が 少な か っ た こと と , ライ トト ラ 
ッ プ の 光 が 樹 木 に 妨げ られ て 遠く まで 届か な か っ た こ 
と に よる と 思わ れる . 測 , 実験 的 に 犬 フ ィ ラ リア に 対 
する 感受 性 が 最も 高い トウ ゴウ ヤブ カ (Aedes 7ogo の ) 
は 何れ の 地点 で も 全く 採集 され な か っ た . 


2. 野外 で 採集 され た 時 の 犬 フ ィ ラ リア 自然 感染 


第 3 表 は 前 述 の 4 地点 で 採集 され た 全 雌 遇 の 割 検 成 
績 を 示し た も の で , 合計 9 種 , 2,093 個 体 の 割 検 艶 の 
中 で 感染 幅 は アカ イエ カ の 863 個 体 中 51 個 体 (5.9), 
ヒト スジ シマ カ 733 個 体 中 13 個 体 1.8 を ), シナ ハム 
マダ ラ カ 198 個 体 中 1 個体 0.5 を ), コガ タ ア カイ ェ 
カ 89 個 体 中 1 個体 1.1 め ), 合計 66 個 体 3.2 の ) で 
あっ た . この 中 , 感染 幼虫 (Mb 期 ) 保有 邊 は アカ イ 
テカ の 5 個体 だ け で あっ た . 

以上 は 全 剖 検 員 に つい て 述べ た の で ある が , 更に こ 
れ を 各 採 集 地点 , 方 法 別 に みる と , 第 1 地点 の ライ ト 
トラ ッ プ で は 採集 され た 8 種 , 401 個 体 の 遇 を 全部 剖 


検 し た 結果 . アカ イエ カ 295 個 体 体 中 22 個 体 (7.5%), 


シナ ハマ ダラ カ 47 個 体 中 1 個体 2.1), 合計 23 個 
体 の 表 が 発育 中 また は Mb 期 ま で の 発育 を 完了 し た フ 
ォ ィ ラ リア 幼虫 を 保有 し て いた . 第 2 地点 の ライ トト ラ 
ッ プ で は 剤 検 し た 8 種 , 311 個 体 の 雌 由 の 中 , アカ イ 
テカ 257 個 体 中 8 個体 (3.1) だ けが 自然 感染 を うけ 
て いた だ た. 沿 。 この 中 の 1 個体 は 発育 期 の 明らか に 異な 
る le 期 編 虫 6 隻 と la 期 幼 虫 3 隻 を 同時 に 保有 し て い 
た の で 重複 感染 を うけ て いた と 考え られ る . 第 3 地点 


に お いて は 採集 され た 雌 軸 6 種 。 210 個 体 を 前 検 し た 
結果 , アカ イエ カ 90 個 体 中 9 個体 (10.0%) が 感染 
を うけ て いた . この 地点 は 水田 地帯 に 隣接 し て いる の 
で , シナ ハマ ダラ カ あ る い は コガ タ ア カイ エ カ が 多く 
採れ , これら の 麗 種 か ら も 感染 個体 が みつ か る の で は 
な いか と 期待 し て いた が , シナ ハマ ダラ カ は 最も 多く 
採れ た に も か か わら ず 感 染 岐 は 発見 され ず , コガ タ ア 
カイ エ カ は 採集 個体 数 自体 が 少な く , すべ て 陰性 で あ 
っ た だ た. 第 4 地点 で は 6 種 , 148 個 体 の 割 検 骨 の 中 で , 

アカ イエ カ 78 個 体 中 5 個体 (6.4 多 )) コガ タ ア カイ 
テカ 45 個 体 中 1 個体 (2.2 め ) が 感染 を うけ て いた 
か が, これ ら の 骨 は 何れ も 1 期 幼 虫 を 保有 し て いた . 第 

1 地点 の 犬 を 誘引 源 と し た トラ ッ プ は ライ トト ラッ プ 
で は 殆 ん と 採集 され な い 昼 間 活 動 性 の ヒト スジ シン マカ 
を 採集 し , その 感染 状況 を 明らか に する の が 主 目的 で 
設置 し た の で ある が , 調査 の 結果 は 剖検 し た 6 種 , 
1,023 個体 の 中 , 自然 感染 を うけ て いた の は ヒト スジ 
シマ カ 697 個 体 中 13 個 体 1.9% う , アカ イエ カ 143 個 
体 中 7 個体 (4.9) の 合計 20 個 体 で あっ た . この 成 
績 と 前 に 述べ た 同じ 地点 で の ライ トト ラッ プ 採 集 政 の 
剤 検 成 病 と を 考え 合せ る と , この よう な ヒト スジ シマ 
ヵ カ の 多発 地帯 で も , この 岐 の 自然 感染 率 は アカ イエ カ 
に 比べ て か な り 低 く , 伝搬 由 と し て は 副 次 的 役割 を 果 
し て いる に すぎ ざ な いと 思わ れる . 

第 4 表 は 自然 感染 を うけ て いた 66 個 体 の 由 に つい 
て , 保有 し て いた フィ ラリ アブ ア 幼 虫 数 を 示し た も の で あ 
る . この 表 か ら わ か る よう に , 1 定 の 転 が 保有 し て い 
た フェ ラリ ア 幼 虫 数 は 収 の 個体 に ょ り 1 食 か ら 38 令 と , 
か な り 異 な り 平 均 5.6 隻 で あっ た が , これ を 感染 幼 下 


Table 4. Number of filarial larvae in a mosquito 
Mosquito Ni RR 
species mosquitoes 
examined Mean Range 

An. ye “ ーー ー 1 .0 1ー 還 ーー 
Ae. albopictus 13 11.0 3 一 38 
C. p. pallens 51(5) 4.0(2.0) 1 一 20(1 一 6) 
C.t. summorosus 1 24.0 24 

Total 66(5) 5.6(2.0) 1 一 38(1 一 6) 


Remarks: Figures for mature filarial larvae are shown in parentheses. 


だ け に つい て みる と 1 隻 か ら 6 隻 , 平均 2 人 箋 で あっ 
だ 

以上 の 調査 成績 か ら わ か る よう に , 大 村 市 内 に お け 
る 犬 糸状 虫 の 主要 伝搬 仙 は アカ イエ カ で あり , ヒト ス 
ジン シ ンマ カ も その 多発 地帯 で は アカ イエ カ に 次 いで 重要 
な 役割 を 果して いる と 考え ん られ る. シナ ハマ ダラ カカ と 
MIN OM 
然 感 染 を うけ て いた の で その 多発 時 期 に は 多少 は 伝搬 
に 関係 する 可能 性 が ある と 思わ れる . 


考 宗 


日 本 産 の 収 族 の 中 で 犬 フ ォ ラ リア に 感受 履 の ある も 
の と し て 井上 (1936, 1937) は トウ ゴウ ヤブ プ カ , ヒト 
スシ ンマ < 丈 。 アグ カイ 年 罰 、 つ カタン カイ テカ み の 4 柱 を 
あげ , この 中 トウ ゴウ ヤブ カ が 最も 感受 性 が 高い こと 
を 明らか に し た . その 後 Keegan et g7. (1967) は ネ 
ッ タ イイ エ カ を 追加 し , 更に Intermill et g7. (1970) 
は アン マダ ラメ ヌメ マカ (Mansonia uniformis), カラ ツ 
イエ カ (C. bitaeniorhynchus) 及び ヨ ツ ホン イエ カ 
(C. szgezs) の 3 種 を 加え , この 中 前 2 者 の 感受 性 が 
高い こと を 報告 し た . 著者 (末永 , 1972 a, b, 1973) 
は 更に キン イロ ヤブ カ (Aedes vezans nipponii) 
と チカ イエ カ (C. pipiens molestus) を 追加 し た の 
で , これ ら を 合せ る と 実験 的 に 感染 可能 な 彼 種 は 10 竹 
と な る . これ ら の 中 で 最も 感受 性 の 高い も の は トウ コ 
ウ ヤ ャ ヤブ プ カ で ある こと か ら , 従来 目 然 欠 に お いて も トウ 
ゴウ ヤブ カ が 主要 伝搬 由 で あろ うと 考え 0 
た . し か し 著者 は トウ ゴウ ヤブ カ が 海 央 の 同 礁 地帯 
水槽 な ど 限ら れ た 地域 に し か 発生 せ ず , 犬 フィ ラリ ア 
の 高い 浸 洋 が か み ら れ る 都市 や 住宅 地 に は は ほとん と 飛来 
し な いこ と か ら , 主要 伝搬 収 は 別 の 種類 で あろ うと 考 
えた . この こと を 確か め る た め に は 高 浸 洋 地 で 色々 な 
方 法 に よっ て 睦 四 を 採集 し , これ ら を 剤 検 し て 自然 感 


染 の 実態 を 明らか に する 以外 に 方 法 は な い . この よう 
な 観点 か ら 著 者 は 先 に 長崎 市 内 で これ を 調べ , 更に 今 
回 は 大 村 市 内 で も 同様 の 調査 を 行なっ た の で ある が , 
調査 の 結果 は 何れ も アカ イエ PP 
ヒト スジ シン マカ が これ に 次 ぐ 副 次 的 伝搬 由 で ある こ 
が 明らか に た なり , 実験 的 に 感受 性 が 最も 高い トウ ゴウ 
ャ ヤブ プ カ は 少く と も 両市 で は 全く 伝 撮 に 関係 し て いな い 
こと が 明らか に な っ た . 

Keegan et g/. (1967) は 先 に トウ ゴウ ヤブ カ の 多 
発 地 帯 に 隣接 する 高知 市 内 で 野外 採集 由 の 大 フィ ラリ 
アァ 自 然 感染 を 調べ 。 トウ ゴウ ヤブ カ と アカ イエ カ 
(Culez fatizgans と し て いる ) に 感染 幼虫 に よる 有朋 然 
感染 を 認め て いる . 従っ て , トウ ゴウ ヤブ カ も その 多 
発 地帯 で は 伝搬 央 と し て 問題 に な ろう か, その よう な 
地区 で も や は り 伝 搬 の 主役 を 演じ て いる の は アカ イエ 
カ で あろ うと 思わ れる . 

この よう に アカ イエ カ は 実験 的 感染 率 は それ ほ と 高 
く は な いか 自然 感染 は 最も 多く みみ られ る の で , この 馬 
が 日 本 各地 の 都市 に 多発 し て いる こと を も 考え 合せ る 
と , 長崎 市 や 大 村 市 以外 の これ ら の 都市 に お いて も 大 
率 状 虫 の 主要 伝搬 由 と な っ て いる も の と 思わ れる . 


ま と 。 め 


飼 大 の フ ィ ラ リア 仔 貝 保有 率 が 約 432 と 極め て 高 
い 長 崎 県 大 村 市 内 で , 環境 の 異な る 4 カ所 を 選び 1973 
年 6 月 か ら 9 月 まで 毎週 1 回 ライ トト ラッ ツ に ょ り , 
更に その 中 の 1 カ所 で は 犬 を 誘引 源 と し た トラ ッ プ を 
使用 し て 時 を 採集 し , 採れ た 雌 山 を 全部 割 検 し て 犬 
フィ ラリ ア に よる 自然 感染 を うけ て いる か どら か を 調 
2 

剖検 した 雌 岐 9 種 , 2.093 個 体 の 中 で 体内 に 発育 中 
また は 発育 を 完了 し た フィ ラリ プア 幼虫 を 保有 し て いた 
も の は アカ イエ カ 863 個 体 中 51 個体 6.9 多 ), ヒト 
スジ ンマ カ 733 個 体 中 13 個 体 (1.8 め ), シナ ハマ ダ 
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ラ カ 198 個 体 中 1 個体 (0.5) の 合計 66 個 体 で あっ 謝 辞 
た . この 中 感染 幼 昌 保 有 遇 は アカ イエ カ の 5 個体 (0.6 
る ) だ け で あっ た . 商 , 実験 的 に 最も 感受 性 が 高い ト 
ウゴ ウ ヤ ブ カ は 全く 採集 され な か っ た . 以上 の 調査 結 
果 か ら , 大 村 市 内 に お ける 犬 フ ォ ラ リア の 主要 伝搬 収 
は アテ カイ 半 の で あり ) と ドス ジン シ ツシマ カ も アカ イト ョ カ に 
次 いで 重要 な 役割 を 果して いる と 考え られ る . 

今回 の 調査 成績 は 既報 の 長崎 市 内 で の 調査 結果 と 概 
ね 一 致し て いる の で 日 本 の 都市 に お ける 犬 フ ィ ラ リア 
の 目 然 界 に お ける 主要 伝搬 由 は アカ イエ カ で あろ うと 
推定 され る . 


稿 を 終る に 当り , 本 稿 の 校閲 を 賜 わ っ た 当 部 門 の 片 
峰 大 助教 授 , 並び に , 有益 な 御 助言 を いた だ いた 長崎 
大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 の 和田 義人 教授 に 対し て 厚く 
お 礼 申 し 上 げ る . また , この 研究 は 元 藤 崎 大 学 教養 部 
教授 山口 鉄男 氏 , 長崎 県 大 村 保 健 所 の 高原 順子 所 長 , 
大 村 市 役所 衛生 課 の 勝 盛 章 課長 及び 関係 職員 の 方 々 
の 御 協力 を 得 て 行 われ た . これ ら の 方 々 に 対し て ふも 心 
か ら お 礼 申し 上 げ る ・ 最後 に , 多数 の 収 の 剖検 と いう 
困難 な 仕事 を 長期 間 に わ た っ て 手伝っ て くれ た 当 部 門 
の 宮崎 輝美 君 に 感謝 する . 
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